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一 

阿
武
隈
川
下
流
改
修
工
事
は
、
昭
和
十
一
年
に
始
ま
り
、
昭
和
二
十
三
年
度
で
完
了
す
る
政
府
の
計
画
で
あ
つ
た
が
、

昭
和
二
十
八
年
度
に
お
い
て
い
ま
だ
三
分
の
一
も
工
事
が
進
ち
よ
く
し
て
い
な
い
や
に
聞
知
し
て
い
る
。 

、
、

し
か
る
に
、
最
近
の
よ
う
な
年
間
予
算
八
千
万
円
か
ら
八
千
五
百
万
円
程
度
の
工
費
に
お
い
て
は
恐
ら
く
こ
の
後
十
箇

年
を
経
る
も
総
工
事
の
完
了
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
年
十
一
月
十
八
日
の
宮
城
県
岩
沼
町
に
お
け
る
阿
武

隈
川
治
水
促
進
大
会
の
決
議
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十
九
年
度
以
後
、
向
う
三
箇
年
程
度
に
お
い
て
、
是
非
と
も
総
工
事
の
完

了
を
熱
望
す
る
と
の
決
議
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
誠
に
当
然
の
こ
と
と
思
う
。
何
と
な
れ
ば
工
事
の
完
了
が
向
う
十
数
年

を
要
す
る
な
ら
ば
水
災
害
は
数
度
に
わ
た
つ
て
来
た
り
、
一
部
の
工
事
箇
所
は
流
失
或
い
は
崩
壊
の
惨
害
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
は
必
然
の
こ
と
で
あ
る
。
関
係
二
十
四
箇
町
村
の
憂
慮
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

も
と
よ
り
、
こ
の
間
に
は
七
、
八
年
に
わ
た
る
戦
争
が
あ
つ
た
た
め
、
国
費
の
大
部
分
が
戦
費
に
費
さ
れ
た
こ
と
は
充

分
了
解
で
き
て
誠
に
余
儀
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 
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以
上
の
理
由
に
よ
り
全
国
八
十
有
余
の
直
轄
河
川
に
対
し
、
い
た
ず
ら
に
総
花
式
の
予
算
配
分
を
せ
ず
、
緩
急
よ
ろ
し

く
、
且
つ
そ
の
軽
重
を
勘
案
し
、
も
つ
て
重
点
主
義
に
則
し
、
例
え
ば
阿
武
隈
川
下
流
改
修
工
事
の
ご
と
き
は
、
年
間
約

五
億
の
工
費
を
も
つ
て
遅
く
も
、
向
う
四
箇
年
間
に
は
総
工
事
（
白
石
川
、
貞
山
堀
、
荒
浜
河
口
等
の
附
帯
工
事
を
含
む
）

の
急
速
な
る
施
工
を
成
就
さ
れ
ん
こ
と
を
熱
望
し
て
や
ま
ざ
る
次
第
で
あ
る
が
、
政
府
の
御
所
見
如
何
。 

四 

、 

 

二 
よ
つ
て
建
設
省
と
し
て
は
全
国
八
十
数
箇
所
の
直
轄
河
川
を
有
せ
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
ひ
と
り
阿
武
隈
川
改
修
に
の
み

優
先
的
に
予
算
を
割
当
て
る
こ
と
は
、
或
い
は
困
難
と
も
思
わ
れ
る
が
、
同
河
川
は
わ
が
国
十
大
河
川
の
一
つ
で
あ
り
、

上
流
福
島
県
関
係
は
数
年
前
に
す
で
に
工
事
の
完
了
を
見
て
お
り
ま
す
。
次
に
太
平
洋
に
注
ぐ
荒
浜
町
河
口
が
、
さ
な
が

ら
人
体
の
い
ぼ
ぢ
の
ご
と
く
川
口
は
全
く
閉
さ
の
状
態
に
あ
り
、
一
度
大
雨
来
た
ら
ば
、
逆
流
、
滞
水
の
状
態
を
呈
す
る

等
、
危
機
に
ひ
ん
す
る
こ
と
は
必
至
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
現
に
岩
沼
町
附
近
の
堤
防
は
数
次
に
わ
た
つ
て
決
壊
し
て
全

町
、
水
浸
し
と
な
り
生
命
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
る
こ
と
、
又
、
古
い
こ
と
で
は
な
い
。 
、

北
上
川
総
合
開
発
工
事
に
関
し
て
は
感
謝
に
堪
え
ざ
る
も
彼
此
、
比
較
し
て
、
あ
ま
り
に
も
恵
ま
れ
ざ
る
阿
武
隈
川
改 

、 
、 

、 

、 

 



 

 

五 

修
の
工
費
を
見
て
本
員
は
心
の
底
よ
り
公
憤
を
禁
じ
得
な
い
。
よ
つ
て
便
宜
上
、
一
応
質
問
主
意
書
を
も
つ
て
政
府
の
御

考
慮
と
御
答
弁
を
期
待
す
る
所
以
で
あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


